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　９月９日（金）、須恵第一小学校体育
館で、すこやか軽スポーツ大会（すこや
かコミュニティ主催）が開催されまし
た。この大会では、26 チーム（計 104 人）
が参加し、須恵第一小学校区の子どもか
ら大人まで幅広い年齢層が集まりました。
　参加者は、１投ごとに一喜一憂。シャ
フルボードを通じ、より一層の交流を深
めました。

　第 41 回全国中学校剣道大会が行われ、百田
尚眞さん（須恵中）が個人の部で３位に輝きま
した。９月２日（金）、町長に全国大会の報告
に訪れました。
　また、第 20 回ＪＲ九州少年剣道記念大会（主
催：ＪＲ九州）が８月 27 日（土）にアクシオ
ン福岡で行われました。この大会に九州各県か
ら 168 チーム（840 人）の小学生が参加しました。
　須恵剣友会は、小学生団体戦に出場し、九州
各県の強豪チームを見事勝ち抜き、2度目の優
勝を果たしました。この大会で、井上達登くん
が最優秀賞を受賞しました。 　８月 23 日（火）、粕屋警察署、交通指導員、須恵町職員が町内飲食

店にチラシ、ポスターを配り、飲酒運転を撲滅への協力を要請しました。
　出発式で、「飲酒運転対策は必要ないと言われる日まで撲滅運動を
進めよう」と粕屋警察署の交通一課長が話されました。
　福岡県警は、毎月 25 日を飲酒運転撲滅の日と定め、飲酒運転撲滅
を目指しています。しかし、福岡県内で発生した飲酒運転事故件数が、
昨年は全国でワースト１位、今年はワースト２位（６月末現在）となっ
ています。
　依然なくならない飲酒運転。二度と悲惨な事故を起こさないために、
一人ひとりの心掛け、地域や家族での取り組みが必要です。

　９月５日（月）、須恵第二小学校ＰＴＡと児童が、
東日本大震災義援金を社会福祉協議会に手渡しました。
　これは、同小学校区で行われている「リサイクルサ
ンデー」で集まった廃品をすべて現金化したもので、
総額 42 万 6146 円に上りました。
　参加した児童は、多くの廃品の荷造りや回収作業な
どを一生懸命行いました。
　また、この活動に賛同した回収業者からも義援金が
寄付されました。義援金は、社会福祉協議会を通じ、
中央共同募金会から被災地へ送られます。
　吉村正貴ＰＴＡ会長は、「子どもたちには、自分の
お小遣いから募金するという行為だけでなく、実際に
体を動かし汗を流し、廃品を集め、現金化し募金するという行為で、例えわずかでも被災された人たち
の大変さを体験させたかった。予想以上に多くの廃品が集まり、大変感謝しています。被災地の復興に
何か少しでも役に立ててほしい。」と話されていました。

　８月 21 日（日）、ビーチサッカーフェスティバル 2011
が福津市で行われました。
　この大会に、須恵アザレアＦＣ（有働幸生監督）が出場し、
準優勝に輝きました。惜しくも決勝戦で敗れはしましたが、
子どもたちは、はつらつとしたプレーをしていました。
　また、アザレアFCは、エコフラッグ賞も受賞しました。
エコフラッグ賞は、日ごろから積極的にごみの削減や自然
保護活動を行い、また、省エネ・省資源を心がける「エコ
プレー」を実践している団体に表彰されるものです。

　９月 19 日（月）は敬老の日。９月１日現在での町内
の 70 歳以上のお年寄りの人数は、男性 1456 人、女性
2184 人の計 3640 人です。昨年の同時期に比べて 181 人
増加し、人口に対する割合は 13.6％で 0.4％上昇しました。
　この敬老の日を前後して、町内各地区で敬老会が催さ
れ、長寿を祝いました。城山区敬老会では、歌やゲーム
などが行われました。参加者は、子どもたちの合唱に、
思わず笑顔で一緒に口ずさんでいました。

　平成 22 年度須恵町一般会計、特別会計およ
び水道事業会計について、６月から８月にかけ
て、監査員による決算審査が行われました。そ
の結果を意見書として９月１日（木）に百田清
二監査員と藤石豊監査員から町長に提出されま
した。

全国3位に輝いた
百田さん（写真中央）

雨と汗と海でびしょ濡れになったアザレア FC

子どもたちからのお祝いに思わず
笑顔があふれました。

意見書を提出した百田監査員と藤石監査員

高得点を目指して、狙いをつけて…

九州一になった剣友会小学生

絶対に飲酒運転をさせません！

軽スポーツで地域との交流今、剣道が熱い！須恵　中百田さん全国３位、
剣友会　小学生九州大会優勝！

ＳＴＯＰ！飲酒運転

須恵第二小学校ＰＴＡ被災地へ募金
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